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1. 問題と目的
多くの大学では、履修要綱とともにシラバスを学生に配布する。シラバスにはいくつかの形式がある。その多くは、授業者が学生に提示する指導内容や教材が時系列的に列挙されており、授業者が授業内容のみを一方的に与えることが中心になっているのが実状ではないだろうか。大学生の学力低下が顕著になり、本の読み方やレポートの書き方から指導する必要に迫られている大学もある。しかし、シラバスを授業開始前に提出する場合、学生の熟達度をシラバスに反映させることはできない。丁寧な指導は必要であるにしても、「面倒見のよさ」だけを強調していては、学生の依存心を助長してしまう。学習活動においてはいつまでも教室内で授業者の指導に依存すべきでなく、最終的には学習者が自律するべきである。実社会へと赴く学生を抱える高等教育機関ではこの点を強く意識すべきであろう。しかし、学びから疎外された学生に、すぐ自律を求めるのは難しい。適切なシラバスに基づいた授業を通じて学習意欲を高め、最終的には自律を促すことが必要である。

英語の勉強から取り残された学生のほとんどは、文字を音声にする能力が十分形成されておらず、丁寧な音読指導抜きに学力回復は難しい。また、自律した語学能力の形成には、いくつかの学習技能を身に付けさせながら定着を促進する道筋が求められる。本研究ではこのような視点に立ち、リメディアル英語教育向けシラバス作成のための一試案を提案し、音読指導を取り上げた一例を紹介する。
2. シラバスの型

2.1 連続講義型シラバス (Successive Lecturing Syllabus)

　従来の講義形式の典型的なシラバスである（図1）。
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図1. 連続講義型シラバス (Successive Lecturing Syllabus)
2.2. 学習技能習得型シラバス (Learning Skills Accumulation Syllabus)

　授業の内容を定着させるために、いくつかの学習技能の定着を図る必要がある。こうした学習技能の中には、知識を定着させるための技能（ノート整理や記憶法）、外国語における4技能の習得を促進する技能、教室におけるコミュニケーション活動を促進するための協同の技能などがこれにあたる。教科目の知識と異なり、学習技能はいったん身に付け、繰り返し使えば忘れることはない。自律した学習を進めるには極めて重要なものである。1回ないし2回以上に分けていくつかの学習技能の定着を図り蓄積するためのシラバスは図2のようになろう。この場合、授業は必ずしも1回1回で簡潔せず、1つの学習技能が身に付くまで数回の授業時間を費やすことを想定する。
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図2. 学習技能習得型シラバス (Learning Skills Accumulation Syllabus)
2.3 教材・学習技能混合型シラバス (Blended Accumulation Syllabus)

実際の授業ではテキストをはじめ、教材を用意することを前提とすることが多い。したがって、教材と学習技能をセットで取り上げ、積み上げるシラバスが現実的であろう。この場合、教材1つに学習技能1つというセットではなく、複数の教材を取り上げる中で1つの学習技能の定着を進めたり、同じ教材を複数回取り上げながら複数の学習技能を定着させたりすることもある。
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図3. 教材・学習技能混合型シラバス (Blended Accumulation Syllabus)
3. リメディアル英語教育への適用

2.3にもとづき、基本的な音声指導をパラレルリーディングやシャドーイングにつなげるために実際に行っている指導プロセスの一部を紹介する。同一教材を使い、いくつかの学習技能を定着させる一例である。

	授業
	活動内容
	学習技能
	注意点

	1回目
	1語音読
	Peer Confirmation
	ペアになり、互いの単語の発音を確認し合う

	
	語句音読
	Phrasing
	文の区切りを理解しsense groupで改行して写させる

	
	1文音読
	Reading Aloud in a Breath
	一息で1文を複数回音読する

	2回目
	パッセージ音読
	3 Minutes Reading Aloud
	3分間で何回読めるかを記録する

	
	パラレルリーディング
	Reading Aloud While Listening
	音声に合わせて音読し、プロソディーの形成を促進する

	3回目
	シャドーイング
	Shadowing
	暗唱に依存せず音声を再生する


4. 今後の課題

今回は従来の講義シラバスへの対案という形で、学習技能を考慮したシラバス案を提起した。その他学生の学力形成を促進するシラバスの型はいくつも存在するはずである。学習者自身に熟達度の伸びを自己評価・自己認識させる、どのような課題に取り組めばさらに熟達度が伸びるのかを考えさせるなど、いわゆるメタ認知の視点を含めたシラバス案の作成が必要であろう。今後は、実際に大学で公開されているシラバスについて考察・分類を進める中で、さらに進んだシラバスを考案していきたい。また、シラバスをめぐる大学教員を対象としたの実態調査も実施していきたい。なお、ポスターセッションでは、洋画などの映像教材を活用したシラバス例など、より具体的に展開したい。
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